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アレルギー性鼻炎に対する	
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Ⅰ型アレルギー性疾患	


　　アレルギー素因をしばしば持ち	
  
　　　　　アレルギー既往歴、合併症、家族歴	
  

　　血清特異的 ＩｇＥ抗体レベルの上昇	
  

　　局所肥満細胞	
  

　　局所と血液の好酸球の増加	
  

　　粘膜の非特異的過敏性亢進など	
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アレルギーの診断	


症状があること	
  
くしゃみ、鼻水、鼻づまり	
  
	
  

検査	
  
鼻汁好酸球、皮膚テスト、	
  

血清特異的 ＩｇＥ抗体が陽性	
  

誘発テストが陽性	


5	




アレルギー性鼻炎と確定診断	


有症者で	
  
　  鼻汁好酸球検査、	
  
　  皮膚テスト（or血清特異的 ＩｇＥ抗体検査）	
  
　  誘発テスト	
  
　　　　　　のうち２つ以上陽性なら	
  

6	




7	




8	




アレルギー性鼻炎	


通年性アレルギー性鼻炎	
  
　　　ＨＤ：家のホコリ、	
  
　　　ダニ：	
  
	
  
季節性アレルギー性鼻炎	
  
　　　スギ花粉、イネ科の花粉、ヨモギなど	
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舌下免疫療法：該当となる方	


１．12歳以上、65歳を対象	
  

２．特異的ＩｇＥが病態に関与している	
  

３．軽症から重症まで	
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舌下免疫療法の患者さんへの確認	


１．長期間の治療を受ける意志	
  

２．毎日継続できる	
  

３．一ヶ月に一回受診可能	
  

４．全員に効果があるわけではない：理解	
  

５．終了後、その効果が減弱する：理解	
  

６．副作用の対処法：理解	
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該当しない方	


１．Β阻害剤使用中	
  
２．％ＦＥＶ１が７０％以下、不安定な気管支喘息	
  
３．ステロイド剤の連用、抗ガン剤使用	
  

４．重症の口腔アレルギー	
  
５．開始時に妊娠している	
  

６．急性感染症に罹患	
  
７．自己免疫疾患の合併や既往	
  
８．継続的な通院の困難	
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